
事例 紹 介

● SVFは企業や官公庁に数多く採用されている実
績があり安心感があった

● クラウドサービスなので短期間で導入できる
● 高い ITスキルがなくても簡単な操作で帳票を設
計できる

● ServiceCloudから直接Fax送信ができ残業時間
が大幅に削減。送り間違えなどリスクがなくなる

● 帳票デザインの修正が簡単で、現場からの要望
を翌日には反映

● 請求書や工事指示書を一括印刷できるようにな
り作業時間を短縮

煩雑だった大量のFax送信や印刷業務を劇的に効率化
Service Cloudと連携し、業務のスピードアップを実現

株式会社ニチエネ

採用の背景 導入ポイント 導入効果
● 定期的に改修が必要なオンプレミス環境ではビ
ジネス変化に柔軟に対応することが難しい

● Fax送信業務や印刷業務の作業時間を短縮、業
務プロセスを効率化したい

● Faxを送信する際の送り間違えのリスクをなく
したい

サービス品質とスピード向上を
目的にService Cloudを採用

ニチエネは、ガス機器や給湯器などの取付工事
や交換工事をはじめ、定期診断、メンテナンスな
どの幅広いサービスを法人・個人向けに提供して
いる。「総合設備業を新たなサービス業に進化さ
せる」「社員全員の可能性、創造力、向上心がフル
に発揮できる会社を作る」という社訓に基づき、
設立以来、高成長を続けている。
ニチエネの強みは、高い技術力による安心の責

任施工、流通コストをカットした安心の料金体系、
提案型のサポートで信頼の取引、24時間365日4

時間以内の出動、全メーカーの取り付け・修理に
一括対応という“5つの安心サービス”を提供で
きることだ。各業務のプロフェッショナルが、責
任を持って安心で快適な環境をサポートする。
同社の9割以上は法人向けのビジネスで、その
多くは不動産管理会社や賃貸経営者を顧客とし
ており、受付件数は年間5万件にも上る。

本社 経営企画室 課長の斎藤 拓氏は、「給湯器
やエアコンが壊れたという管理会社からの連絡に、
1日でも1時間でも早く対応することを重視して
います。不動産管理会社や賃貸経営者は、サービ
スの品質が高ければ次回も依頼してくれますが、
そうでなければ依頼してもらえません。品質と
スピードの両方を重視しなければなりません」と
話す。
それを実現するためにニチエネでは、基幹シス
テムの刷新を決断。より一層のサービス品質の
向上とスピード化を目指した。
これまでの基幹システムは、オンプレミス環境
でスクラッチ開発を行っていたが、首都圏の拠点
を5店舗から30店舗に拡大するにあたり、システ
ムの柔軟性や拡張性の確保が不可欠だった。5年
で更改が必要なオンプレミス環境では、変化に柔
軟に対応することが難しい。また、これまでのよ
うに、システムの開発に1年、2年をかけていると、
どんどん新しいものが出てきて時代に取り残さ
れてしまう。

Before After

株式会社ニチエネ
本社 経営企画室
課長

斎藤 拓  氏

Faxの送信件数が多いので、1件1件を手作業で
送信するのは非常に時間のかかる作業だった。
また、見積書をPDFに変換して、Faxシステムで
送信しなければならないため手間がかかるほか、
送り間違えなどのミスも発生していた。

Service Cloudの画面から、SVF Cloudを介して
1クリックで直接Fax送信ができるようになった。
また、一括でFax送信ができるようになり、作業
が効率化され、残業時間が大幅に削減された。

SVF Cloud導入後の驚きの声

株式会社ニチエネ
設立 :2001年3月
本社所在地 :東京都港区
事業内容 :ガス機器、給湯器、エアコン、ユニットバ

ス、キッチン、リフォームなど住設機器販
売・施工を事業として展開。

URL :https://www.nichiene.jp/

給湯器や住宅設備の販売から工事、修理、保守まで、幅広いサービスを提供する
株式会社ニチエネ（以下、ニチエネ）。より一層のサービス品質の向上とスピー
ド化を目的に、SalesforceのService Cloudを導入。同時に、SVF Cloud for 
Salesforceを採用することでFaxシステムを統合した。これにより、一部で手
作業が必要だったFax送信作業を、Service Cloudの画面上に帳票出力ボタン
を作成することにより1クリックで見積書を出力できる環境を作り上げ、Fax送
信作業や印刷業務の劇的な効率化を実現している。
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成したPDFの送付状の2つを手作業で組み合わ
せ、Faxシステムで送信する仕組みだった。
斎藤氏は、「繁忙期には1日に百数十件の見積

書をFax送信することもあります。1件1件を手
作業で送信するのは非常に時間のかかる作業で
した。見積書をPDFに変換して、Faxシステム
で送信しなければならないため手間がかかり、送
り間違えなどの人的ミスのリスクもあります。
Service Cloudの画面から、SVF Cloudを介し
て、ワンクリックで直接Fax送信ができるのは大
きなメリットです。また、一括でFax送信ができ
るのも便利です。これにより、残業時間が劇的に
削減されました」と話す。

スピーディーに帳票の修正が可能で、
現場担当者からも高評価

容易に帳票のレイアウトができる操作性も
SVF Cloudを評価したポイントだった。斎藤氏
は、「まずは、請求書や領収書、工事指示書など、
約10種類の帳票の移行作業を開発会社に依頼し
て作成してもらいました。あとは、自分たちでコ
ピーや一部修正などをして簡単に移行でき、現
在、すでに20～30種類の帳票を作成しています。
SVF CloudのCloud Designerを使うことで、
高い ITスキルがなくても、簡単な操作で帳票を
作ることができて便利です」と話す。
新規作成も修正もスピーディーに対応できる

ため、現場担当者の満足度も高い。斎藤氏は、「現
場の担当者からの要望に翌日には対応できます。
システム部門としても、帳票作成に労力を使うこ

斎藤氏は、「短期間で導入でき、新しいサービ
スを迅速に提供できる仕組みを考えたとき、ク
ラウドサービスを組み合わせて基幹システムを
構築することが最適だと考えました」と話す。
そこで2017年4月より、クラウドサービスを活
用した基幹ステムの刷新プロジェクトを開始。
検討を重ねた結果、2018年4月にSalesforce

のカスタマーサービスプラットフォームであ
るService Cloudを選定すると同時に、SVF 

Cloud for Salesforce（以下、SVF Cloud）の採
用を決定した。

Faxによる帳票配信機能で
大量の見積書送付を効率化

SVF Cloudの採用を決めたのは、Service 

Cloudの導入支援を行ったシステム開発会社か
ら、「SVF Cloud ならService Cloudとスムー
ズに連携できる」と提案されたことが理由だ。企
業はもちろん、官公庁にも採用されている実績
があり、安心感があったことも採用を決めた理由
の1つだった。業務面では、Fax送信業務の作業
時間をいかに短縮できるかが最大の課題であり、
Fax連携機能も魅力だった。
建設業や不動産業界に限らないが、どんなにビ
ジネス環境のデジタル化が進んでも、紙の文化は
根強く、特にFaxはいまでも重要なビジネスツー
ルの1つとなっている。ニチエネでは、顧客に見
積書などを送信するために専用のFaxシステム
を利用していたが、このシステムは、帳票システ
ムで作成した見積書のPDFと、別途、Excelで作

となく、むしろ楽しみながら開発しているようで
す」と話している。
導入時のウイングアークのサポートについても、

「操作方法や機能に関して問い合わせをしても、
ダイレクトに回答を得られるので助かりました。
例えば、文字を縮小して表示する機能がなかった
のですが、問い合わせをすると非常に短期間で
ベータ版として文字の縮小機能をリリースして
もらえました」と、斎藤氏は満足の様子だ。

帳票ツールの可能性を実感。
業務に不可欠なシステムに

また、一括印刷の機能も業務の効率化に貢献し
ている。例えば、請求書や工事指示書は、以前は
工事ごとに個別に印刷しなければならなかった
が、Service Cloudの画面から一括でできるよう
になった。「まだまだ紙ベースの業務が多いので、
SVF Cloudは今後も十分に効果を発揮すること
が期待できます。SVF Cloudを導入したことで、
帳票ツールの可能性を実感できました」と斎藤氏
は話す。
今後ニチエネでは、外出先でタブレット端末
を使って見積書を作り、その場で顧客のスマー
トフォンに送信して確認してもらう仕組みの実
現も検討している。斎藤氏は、「SVF Cloudが止
まってしまうと、すべての業務が止まってしまい
ます。それほど当社にとって重要な役割を担っ
ているということです。ウイングアークには、機
能面でも運用面でも大きな期待をしています」と
話している。
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SVF Cloud for Salesforce
柔軟な帳票レイアウト設計と各社のプリンター
に最適化した印刷出力を実現できる帳票基盤
ソリューション。Salesforce上から設計し、そ
のまま出力可能。

導入製品・サービス
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